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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、線維芽細胞増殖因子ファミリーの一員です。線維芽細胞増殖因子は、広範な細胞分裂促進作用および細胞生存活性を有し、胚発生、細胞増殖、形態形成、組織修復、腫瘍の増殖および浸潤など、様々な生物学的プロセスに関与しています。この遺伝子産物は分泌型神経栄養因子ですが、典​​型的なシグナルペプチドを欠いています。正常な脳、特に小脳で発現し、中枢神経系の発達と機能を制御すると考えられています。このタンパク質のホモ二量体形成は、受容体結合活性と細胞外マトリックスにおける濃度勾配を制御することが示されています。この遺伝子の遺伝的変異は、パーキンソン病感受性と関連しています。
	研究分野
	シグナル伝達
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	FGF20 抗体を使用した、SW480、MCF-7、HL-60、BT474 マウス結腸溶解物中の FGF20 のウエスタンブロット分析。
	

	FGF20 抗体を使用したパラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析。抗原回復には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	FGF20抗体を用いたパラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

